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東証グロース：７３２０

本資料は、日本リビング保証株式会社(以下、当社)についての一般的な情報提供を目的としており、当社の発行する株式その他の有価証券への投資勧誘を目的とするもの
ではございません。本資料に記載される当社の実績・計画・見積もり・予測・その他将来情報については、現時点で入手可能な情報や現時点における判断・考えであり、
実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。また、本資料は、現時点で一般的に認識されている経済・社会等の情勢に基づいて作成して
いるものですが、経済情勢の変化等の事由により予告なしに変更される可能性があります。掲載内容に関して、細心の注意を払い作成しておりますが、不可抗力により情
報誤伝を生ずる可能性もありますのでご注意ください。 1
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エグゼクティブ・サマリ

売上高・利益ともに過去最高／通期計画達成へ順調に進捗

主要２事業とも順調に進展し、営業利益は対前年同期比で147％を達成

社内IT開発体制の大幅強化により、非連続な成長の実現へ

株式会社メディアシークとの経営統合（完全子会社化）に関して基本合意／ITエンジニア100名体制へ

……… P5

… P14

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

社会的ニーズを捉えた新たな保証サービスを提供開始

再エネ事業者向け：経済効果シミュレーション保証／工務店向け：非住宅木造建造物保証

… P17
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Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 



5

FY202４ 3Q累計
連結業績概要

●主要２事業ともに順調に業績を
伸ばし、売上高・利益ともに３Q
として過去最高

●営業利益については対前年比で
１４７.0％と大幅増益

●通期計画達成に向けて順調に進捗

売上高・利益とも過去最高
通期計画達成へ順調に進捗

売上高

営業利益

経常利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

YoY

3,551

784

976

666

＋828

＋250

＋268

＋180

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

１30．4％

１47.0％

138.0％

137.2％

2,723

533

707 

485

百万円

百万円

百万円

百万円

FY2024 
３Q累計

（2023.7～2024.3）
FY2023 3Q累計
（2022.7～2023.3）

通期計画
進捗率

72．0％

78.4％

80.1％

74．4％
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FY202４ ３Q累計
連結営業利益分析

●売上高は主要２事業の堅調な業績
推移により対前年比１３０.4%と
大幅な進展

●売上高の進展と並行して、
利益率の高いサービスの伸長が
大幅増益に寄与

●結果として対前年比１４7.0%の
営業利益を創出

高利益率商品の堅調な売上伸長が奏功
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５３３

８２８
（前年比：１３０.４％）

△１３４

△327

△115

（前年比：１１６.4％）

（前年比：１37.4％）

（前年比：１２3.4％）

784
（前年比：１47.0％）

（百万円）

【３Q期間で賞与引当金を計上】

【２事業とも順調に進展】

【高利益率サービスの伸長により
原価増加率低減】
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FY202４ ３Q累計
連結P/L

●中期経営計画に則った成長投資、
とりわけデジタル・人材に対する
積極的な投資は計画通りに進展

●利益率の高いサービスの伸長と、
デジタルシフトをはじめとした
業務効率化が利益率良化に寄与

●引き続き、短期・中長期双方に
コミットする経営を推進

中長期的な成長投資を強化しつつ
足元の利益率も大きく良化

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

(百万円) FY2023 3Q FY2024 3Q 増減 前年同期比

売上高 2,723 3,551 828 130.4%

売上原価 822 956 134 116.4%

売上総利益 1,901 2,594 693 136.5%

売上総利益率 69.8% 73.0% - -

販売費および一般管理費 1,367 1,810 442 132.4%

（内訳）人件費（採用費/研修費含む） 876 1,203 327 137.4%

営業利益 533 784 250 147.0%

営業利益率 19.6% 22.1% - -

経常利益 707 976 268 138.0%

経常利益率 26.0% 27.5% - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 485 666 180 137.2%

+３.２ｐｔ

+２.５pt

+１.５pt

中長期的な
成長投資

足元の利益率良化
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FY202４ 3Q累計
連結業績概要
【セグメント別売上】

●HWT事業は前期から継続的に
取り組むSaaSなどの付加価値
提供が奏功し、各種保証サービス
が順調に進展

●EXT事業は社会的ニーズの高い
蓄電池をはじめとした再生可能
エネルギー機器を中心に引き続き
順調に進展

●結果として主要２事業とも
対前年比で大幅進展

主要２事業とも計画を上回る成長
対前年比で大幅な進展

売上高

Homeworth
Tech

事業

ExtendTech

事業

その他

YoY

3,551

2,050

1,449

51

＋828

＋420

＋382

＋24

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

１30.4％

１25.8％

１35.8％

194.1%

2,723

1,629

1,067 

26

百万円

百万円

百万円

百万円

FY2024 3Q
（2023.7～2024.3）

FY2023 3Q
（2022.7～2023.3）
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連結売上高
四半期推移
【セグメント別売上】
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両事業とも連続的／安定的な成長を継続

●両事業とも連続的かつ安定的成長
を継続

●HWT事業の着実な成長とともに、
EXT事業が社会的ニーズを捉える
形で、当社の柱として大きく成長

●HWT事業では、住宅領域に対して、
新たな保証サービスやSaaS等の
付加価値を次々と投入することで、
マーケットの拡大・深耕を継続

●EXT事業については、社会的
ニーズの高い再エネ領域の更なる
深耕や新たな保証マーケット開拓
を継続

（百万円）

269 268 
295 
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321 
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352 

368 

400 415 419 
445 447 461 

488 526 
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628 629 
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ＦＹ２０19 ＦＹ２０23ＦＹ２０22ＦＹ２０21ＦＹ２０20 ＦＹ２０24

1Q 4Q3Q2Q 1Q 4Q3Q2Q1Q 4Q3Q2Q1Q 4Q3Q2Q1Q 4Q3Q2Q 2Q1Q 3Q
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FY202４ 3Q累計
連結業績概要
【セグメント別利益】

【EXT事業】
●社会的ニーズの高い蓄電池を
はじめとした再生可能エネルギー
機器への保証展開を中心に、
計画以上の利益を積み上げ

【HWT事業】
●中期計画達成に向けた投資を強化、
期初計画通りの利益水準で推移
しており、通期計画達成の見通し

※HWT事業における会計処理構造の

詳細は次ページ参照

両事業とも通期公表数値達成へ
計画通り順調に進展

Homeworth
Tech

事業

ExtendTech

事業

その他

営業損益

YoY

784

85

728

△28

＋250

△47

＋299

△1

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

１47.0％

64.1％

１69.9％

ー

533

132

428 

△27

百万円

百万円

百万円

百万円

FY2024 3Q
（2023.7～2024.3）

FY2023 3Q
（2022.7～2023.3）
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長期保証サービスは、会計処理上
拡大期に利益が圧迫される構造

長期保証契約の
会計処理構造

【HWT事業】

●HWT事業の長期保証契約において
は、売上・原価が保証期間に応じて
期間按分計上される一方、販管費
は当期一括計上されるため、ビジネ
ス拡大期において利益が圧迫され
る収益構造

●ビジネスの成熟（保証契約残高の
増加）に伴い、長期安定的な収益
構造へと変化

●長期保証契約については、加入時
一括にて保証料収入を得るため、
潤沢な手元資金が発生

●長期保証契約による潤沢な資金を
活かし、積極的な成長投資や資産
運用が可能

11

（例）第n期に10年間の設備保証料を一括領収した場合

保証期間に
応じて
分割計上

入金
ベース

会計
処理

保証料
入金

10

売上
計上

１

n期

売上
計上

n+1期

売上
計上

n+2期

売上
計上

n+3期

売上
計上

n+4期

売上
計上

n+5期

売上
計上

n+6期

売上
計上

n+7期

売上
計上

n+8期

売上
計上

n+9期

１ １ １ １ １ １ １ １ １

B/S（長期）前受収益として計上

同様に原価（保険料等）も分割計上

手元には潤沢なキャッシュが発生
（成長投資や資産運用の原資に）
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未計上売上にあたる前受収益※は
順調に積み上がり、110億円を突破

前受収益※の推移

【HWT事業】

●HWT事業において主要KPIと
位置付ける前受収益※に関して、
当四半期末の残高は110億円を
突破

●保証料収入のうち、売上未計上分
が、バランスシート上の前受収益
＋長期前受収益に計上

●前受収益※は将来に亘っての
確定売上であり、当該残高が順次、
売上高として計上されることで
将来の収益を下支え

12Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

（百万円）

※HWT事業の未計上売上にあたる 「前受収益＋長期前受収益」の合計値

5,653 
5,936 

6,180 

6,534 
6,745 

7,027 

7,390 

7,812 

8,125 

8,487 

8,929 

9,480 

9,830 

10,340 

0

4,000

8,000

12,000

11,054

【前受収益＋長期前受収益】の残高
↓

将来に亘っての確定売上

ＦＹ２０24

1Q 4Q3Q2Q 2Q1Q 3Q

ＦＹ２０21

1Q 4Q3Q2Q

ＦＹ２０22

1Q 4Q3Q2Q

ＦＹ２０23
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本経営統合における狙い

●本経営統合の狙いは大きく２点

０１ ITシステム開発体制の強化

ＩT人材の採用競争や外部ベンダー
委託費用の高騰が社会的な課題と
して顕在化する状況下で、ITエンジ
ニア約100名体制の内製化を実現

従来より掲げるデジタル戦略投資
の一環であり、短期・中期双方への
効果波及を見込む
※P37参照

０2 プライム上場に向けた環境整備

経営統合を通じて、主要な形式要件
を充足することで、今後見据える
プライム市場への早期上場ととも
に、持続的な企業成長と株主還元
の実現を志向

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

トピックス①

メディアシークとの
経営統合

02
東証プライム上場に向けた環境整備

- 早期上場とともに、持続的な企業成長と株主還元の実現へ 

01 ITシステム開発体制の強化・内製化

- IT人材の採用競争激化の中、ITエンジニア100名体制へ 

【短期的】 既存領域へのSI事業展開
- 住宅・再エネ領域で顕在化するシステム開発ニーズへの対応 

【中期的】 SaaS/FinTech事業の早期収益化
- 開発体制強化により、従来の中期経営計画の前倒し達成へ
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主力マーケットへのSI事業展開と
非連続な成長実現を企図

●保証サービス獲得をさらに加速
させるために顧客企業への幅広い
付加価値提供が必須

●既にニーズが顕在化する既存顧客
企業へのSIソリューション提供を
速やかに開始し、新規収益実現へ

●また、メディアシークの既存顧客を
中心に新規領域への保証サービス
展開することでクロスセルを推進

●SaaS事業・Fintech事業の早期
収益にも寄与すべく、さらなるIT
開発体制の強化に向けて、既に両
社共同でのエンジニア採用・教育
体制の整備に着手

●上記を反映した中期経営計画を
2024年8月9日に公表予定

●また、本経営統合に際して、当社の
商号変更および新たなブランディ
ング戦略の検討を進行中

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

トピックス①

メディアシークとの
経営統合
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統合シナジーにより単純合算以上の
グループ企業価値向上を志向

当社が持つ
法人営業力による
「SI」と「保証」の
クロスセル

●本経営統合に際して（第三者の算
定する）交換比率に基づく株式交
換に際して、保有する自己株式に
加えて新株発行を行うことがある

●その場合、新株発行により当社
発行済株式数は増加するものの、
両社企業価値の単純合計のみな
らず、営業面・商品開発面・投資運
用面などのあらゆるシーンにおけ
る経営統合によるシナジーを最大
限発揮する中で、企業価値向上に
取り組む

【ご参考】

株式交換のために
新株発行が行われる場合

（統合前）
企業価値

発行済み
株式数

+

（統合後）
企業価値 + + 統合シナジー

+
経営統合／株式交換

（企業価値の推移イメージ）

IT開発体制の
大幅強化による
新規プロダクト
開発力強化

ベンチャー企業等
への投資運用体制の

統合・高度化

Etc.
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非住宅木造建築向けの
長期保証サービスの提供を開始

●オフィスや店舗等の非住宅木造
建築を対象とした長期保証サービ
スの提供を開始

●非住宅木造建築市場の規模拡大に
より、長期保証サービスに対する
需要が拡大

●非住宅木造建築はカーボンニュー
トラルを見据えたグリーン成長に
寄与することから、今後も積極的に
取り組む企業の増加が見込まれる

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

トピックス②

非住宅木造建築向け
長期保証サービス

詳しくは4/25当社プレスリリースをご覧ください

https://jlw.jp/corporate/news/826/
https://jlw.jp/corporate/news/896/
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国際航業と業務提携し、経済効果
シミュレーション保証を提供開始

●国際航業が再エネ事業者向けに
提供する経済効果シミュレーション
サービス「エネがえる」シリーズに
対し、国内初※となる経済効果
シミュレーション保証を提供開始

●本サービスを皮切りにAIを用いた
予測分析技術を活用することで、
新しい保証分野への進出を志向

※当社調べ

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

トピックス③

経済効果シミュレー
ション保証提供開始

詳しくは4/30当社プレスリリースをご覧ください

https://jlw.jp/corporate/news/826/
https://jlw.jp/corporate/news/906/
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2024年6月期
通期連結業績見通し

●過去最高かつ上場以来連続の増収
増益を見通す

●前期に引き続き、中期戦略の実現
に向けデジタル領域への投資を
継続する中で営業利益は１０億円
到達を見込む

20Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

営業利益は初の10億円
上場以来連続の増収・増益達成へ

売上高

営業利益

経常利益

親会社株主に
帰属する
当期純利益

2024年6月期
（2023.7～2024.6）

YoY

4,９３0

1,000

1,220

896

＋1,011

＋259

＋199

＋145

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

１25．8％

１34.8％

119.5％

１19.3％

3,919

741

1,021 

751

百万円

百万円

百万円

百万円

2023年6月期
（2022.7～2023.6）



2024年6月期
通期連結業績見通し
【セグメント売上】

●主要２事業ともに、過去最高の
売上高を見通す

【HWT事業】
●設備保証に加え、新たな中核
サービスである建物保証・地震保証
の進展により前期比130.1％を
見込む

【EXT事業】
●引き続き社会的ニーズの高い
再生可能エネルギー領域の進展
により、前期比１21.6％を見込む

21Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

両事業ともにマーケットニーズを捉え
過去最高の売上高へ

売上高

Homeworth
Tech

事業

ExtendTech

事業

その他

YoY

4,９３0

2,936

1,975

19

＋1,011

＋680

＋351

△19

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

百万円

１25．8％

１30．1％

１21．6％

50.0%

3,919

2,256

1,624 
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百万円

百万円

百万円

百万円

2024年6月期
（2023.7～2024.6）

2023年6月期
（2022.7～2023.6）
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中期計画
【売上・利益】

●成長シナリオに関する蓋然性の
高まりを受け、今期（2024.６月期）を
含む３ヵ年の業績計画を公表
※今期については上方修正を実施

●HWT事業の建物保証、EXT事業の
再エネ機器保証への注力を軸に、
売上・利益ともおおよそ倍増を計画

●SaaSを付加価値として提供する
ことで、保証ビジネスにおける当社
の確固たるポジショニングを形成

●両事業で積み上げた利益を長期的
成長に向けた投資に充てる方針

●経営統合に伴う次年度以降の計画
については現在精査中であり、
２０２４年８月９日に公表する予定

売上高（百万円）

2025年６月期以降の見通しは
本年8月9日に改めて公表予定

利益（百万円）

経常利益

営業利益

1,0２１

1,220

1,370

1,８１０

７４１

1,000

１,090

１,４６０

3,9１９

5,900

7,430

HWT事業

EXT事業

2023.6期
実績

202４.6期
見通し

202５.6期
計画

202６.6期
計画

売上高

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

1,060

840

4,820

4,930

経営統合の収益効果を精査中
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Agenda

01エグゼクティブ・サマリ

02 第3四半期：連結業績概要

05 インベストメントハイライト

03 トピックス

04 通期/中期：業績見通し
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商号 ： 日本リビング保証株式会社
（Japan Living Warranty Inc.)

設立 ： 2009年3月

所在地：

・東京本社 東京都新宿区西新宿4-33-4 住友不動産西新宿ビル4号館

・大阪支社 大阪府大阪市中央区瓦町4-8-4 井門瓦町第２ビル

・名古屋支社 愛知県名古屋市中村区名駅2-45-14 東進名駅ビル

・福岡支社 福岡県福岡市博多区博多駅前3-4-25 アクロスキューブ博多駅前

グループ会社：

・リビングポイント株式会社（100％出資子会社）

・リビングファイナンス株式会社（１００％出資子会社）

免許登録等

   （日本リビング保証株式会社）
一般社団法人 Fintech協会 法人会員
一級建築士事務所：東京都知事登録第63955号
一般建設業：東京都知事許可（般-2）第152448号
住宅かし保険法人登録検査事業者

（リビングポイント株式会社）
前払式支払手段（第三者型）発行者登録：関東財務局長第00676号

（リビングファイナンス株式会社）
個別信用購入あっせん業者登録：関東（個）第113号

CORPORATE PROFILE
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SLOGAN／MISSION／VISION
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・ 保険／オペレーション／金融の各領域に強みを持つメンバーで構成

・ 女性役員１名／３０歳代役員３名を登用することで、ダイバーシティ/サステナビリティ経営を志向

MANAGEMENT MEMBER （取締役・執行役員）
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当社の
ポジショニング

●当社は各種製品・サービスを製造・
販売する企業に対して、保証を
中心としたアフターサービスを
ＯＥＭ提供

●アフターサービスの企画・設計から
各種オペレーション運営まで、
トータルでのソリューション提供が
できることが強み

●とりわけ、「保証分野」については
専門的な知見と大手損害保険会社
との連携により最適な制度設計・
運営を得意とする

企業のアフターサービスを
陰で支える「黒子役」

製造・販売企業
ユーザー・オーナー

製品・サービス

アフターサービス

＋

当社

OEM提供

メンテナンス
依頼など

必要に応じて
連携

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 



事業者には販売促進・顧客接点を。
消費者には安心体験を。

●製品・サービスに保証を付帯する
ことで、消費者は、所定の不具合
が発生した際に無料での修理や
交換といったサービスを享受可能

●保証サービスは以下２つに大別

ー保証コストを事業者が負担し、
初期標準保証の期間を長期に
引き延ばすケース

ー保証コストを消費者が負担し、
任意加入とするケース

●当社は、保証制度導入を検討する
事業者のニーズを把握し、適切な
保証制度構築および業務オペレー
ションの代行・サポートを実施

●保証制度運営は、バックアップ損害
保険締結・運用やオペレーションが
特殊であり、非常に高度な専門性
を有することが特徴

●とりわけ、当社が損害保険会社との
連携を通じて査定業務をサポート
する機能を有することで、安定・
継続的な制度運用が可能

29

保証って何？
保証サービスの目的および概要

製造・販売企業

ユーザー・オーナー

保証による
購買訴求

＜初期保証期間＞ ＜延長保証期間＞

保証コスト負担＝事業者 保証コスト負担＝消費者

利用
開始

顧客接点の継続

安心体験の継続

〇 企業の持つニーズに応じて、保証制度を設計・構築
例：製造者、販売者負担にて初期保証を長期化する
例：消費者負担の延長保証サービスを提供する

〇 業務オペレーションの請負やCRM支援を実施

×
不具合発生

無料修理・交換

×
不具合発生

無料修理・交換

製品
サービス

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 
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提供ソリューション
の全体像

＋

●製品を製造・販売する企業が
アフターサービスを提供するに
あたって必ず必要となる要素を
保証と組み合わせ幅広く提供

●具体的には、修理受付・物流・
点検修理・ポイント発行・決済
履歴管理といったソリューションを
企業ニーズに沿って提供可能

●また多くのソリューションについて
SaaSプロダクトとしても提供する
ことで、企業の業務効率化も支援

●アフターサービスにはデジタルだけ
ではなく、修理や点検などリアルな
サービス提供も必要とされるため、
対応ネットワークを日本全国に
保有していることも強み

受付
-Ｃｏｎｔａｃｔ Center-

物流
-Logistics-

ポイント発行
-Point system-

点検/修理
-Inspection/Repair-

保証
-Warranty-

決済
-Settlement-

履歴管理
-History management-

SaaS提供で
業務効率化を支援

豊富なソリューションラインナップで
最適なアフターサービスを実現

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 
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現在の
展開マーケット 住宅を基幹マーケットとしながらも

新領域への展開を加速中

住宅（戸建・マンション） PV（太陽光発電・蓄電機器）

ＥＶ（電気自動車） 家電機器

●住宅・不動産領域に特化して
サービスを提供する
「HomeworthTech事業（HWT事業）」
と、非住宅領域に対して広く
サービスを提供する
「ExtendTech事業（EXT事業）」の
2事業を展開

●創業以来取り組む住宅領域では
のべ4,000社のクライアントに
各種保証サービスのほか、幅広い
ソリューションを提供

●住宅領域で培った経験とノウハウを
基に、ＰＶ・ＥＶ・教育ＩＣＴ・家電と
取扱い領域を順調に拡大

●今後さらに、新たな領域への展開を
積極的に進めていく方針

ＨＷＴ事業領域 EXT事業領域

教育ICT機器

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 



ストック型とフロー型の
ハイブリッド型経営が特色

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

●共同保証主体となるケースが多い
HWT事業については、売上は
保証期間に応じた期間按分計上が
中心であり、ストック型ビジネス

●制度構築・アドミ業務が主体となる
EXT事業については、売上は
当期一括計上が中心であり、
フロー型ビジネス

●収益構造の異なる２事業をハイブ
リッドで展開することで、短期的収
益と中長期的成長投資のバランス
が取れた企業経営が可能に

32

HWT事業 EXT事業

建物・設備に関する
長期保証

期間按分計上が中心

保証制度構築コンサル
＋アドミ業務

当期一括計上が中心

主力商品

ストック型ビジネス フロー型ビジネス

主要２事業の特徴

住宅事業者

ハウスメーカー・マンションデベロッパー
工務店・仲介会社など

各種メーカー・販売店

現在は再エネ関連機器、教育ＩＣＴ機器
および家電が中心

主な取引先
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アプリを通じた
SaaS提供

●保証提供とセットで、保証利用を
サポートするアプリを提供

ー 住宅領域＝おうちマネージャー
ー 非住宅領域＝My warranty

●上記当社アプリの他、他社アプリに
も連携可能なSaaS提供を通じて
企業のアフターサービスDXを支援

●アフターサービス提供に必要な
機能について、今後も引き続き
SaaSの新規開発を計画

各種アプリに連携可能なSaaS提供で
アフターサービスDXを支援

おうちマネージャー

クライアント独自
のアプリなど

SaaS

当社提供アプリ 他社提供アプリ

システム連携 システム連携

リフォーム見積・契約
プラットフォーム
＜KROX>
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アフターサービスDXの提供で
2.5兆円マーケットへ挑戦

34

ビジネスの展望

国内延長保証
マーケット

約1.5兆円 ※１

国内SaaS
マーケット

約1.０兆円 ※2

●創業以来、住宅領域での保証展開
を基幹ビジネスとして推進

●サステナビリティの潮流の中で
住宅以外の領域でも、企業が
取扱う製品のアフターサービス
への関心が高まっており、
新たな領域への保証展開を推進

●また、積極的投資を行ってきた
デジタル開発基盤を活かして、
各業界独自の商慣習を捉えた
Vertical-SaaSの開発を加速

●保証×SaaSにより実現する
アフターサービスDXを幅広い
業界で展開することでさらなる
企業成長を目指す

保証制度の企画・提供 SaaSの開発・提供＋

※１ 出典：矢野経済研究所「2022年度版国内ワランティ（延長保証）サービス市場総覧」
※2 出典：富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場2022年版」
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幅広いサービスバリエーションと
DXによる業務支援が強み

競合環境

●前述の通り、様々なアフターサー
ビスニーズに応える幅広いサービス
バリエーションが当社の特長

●加えて、アプリ・SaaSなどを活用
した業務DX化により、クライアント
業務の効果・効率を高める支援を
得意とし、他社との差別化を図る

35Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

サービスバリエーション

少（保証特化）

サービスバリエーション

多（総合的）

DX支援度

高

低

DX支援度

A社

※A～D社は保証サービスを提供している企業を選定（当社調べ）

B社
C社

D社

受付・物流・点検・修理 等

アプリ・SaaS 等

当社

メディアシークとの
経営統合でさらに高次元へ
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新規マーケットの
拡がり 住宅領域の深耕と

新規保証領域の拡大を推進

新築住宅マーケット

既存住宅マーケット

HWT事業 EXT事業

※図表の大きさはマーケットを規模を表すものではありません。

全ての製造・販売マーケット

セカンダリー（中古品売買）マーケットセカンダリー（中古住宅売買）マーケット

再エネ
機器

ＧＩＧＡ
スクール

生活家電

再エネ機器保証
（住宅用・産業用）

マーケットマーケット マーケット

検査保証
サービス

新領域
●●

マーケット

新領域
●●

マーケット

保証サービス

My warranty

検査保証
サービスおうちマネージャー

【より総合的に、深く】 【より多面的に、広く】

My warranty

●住宅領域においては

①新築住宅マーケットに対して、
住宅設備保証に次ぐ中核サービス
に成長した「建物２０年保証バック
アップサービス」の販売を推進

②既存住宅マーケットに対して、
おうちマネージャーを軸にした
アプローチに注力

●非住宅領域においては、

③社会的ニーズの高い再生可能エネ
ルギー関連機器への保証付帯を
継続推進

④未開拓の新たな領域に対して、
保証・Mywarrantyアプリ・SaaS
を組み合わせたアプローチを推進

●両領域に共通して、

⑤SDGsの観点からも
セカンダリーマーケット活性化に
資するソリューション提供も推進

建物20年保証
地震保証

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 
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長期的成長を見据えた積極投資を実行

●中長期戦略の実現に向け、システ
ム・人材を中心に積極投資を継続

●デジタル戦略を実現させるための
中核組織として、「デジタル戦略推
進本部」を当期初より設立

●社員全員のITパスポート取得など
も実施し、全社的なITリテラシー
向上に向けた取組を継続

●新たな技術や事業の発掘を目的と
したテクノロジースタートアップと
の接点構築を継続し、M＆Aや
CVCファンドの設立も視野に入れ
た活動を遂行

成長投資方針

オーガニックグロースに向けた投資

人財・組織基盤

ノン・オーガニックグロースに向けた投資

M&A／インキュベーション戦略基盤

デジタル戦略基盤 デジタル戦略推進本部の新設

ITパスポート資格全社員取得推進

高度なデジタル戦略企画推進に向けて、
デジタルネイティブ人財を新規採用し、チームアップ完了

現場レベル学習および受験費用を全額会社負担とし、
現場レベルでのITリテラシー向上へ

人財採用競争力の向上

企業認知度向上・待遇水準の引き上げ
労働環境整備を通じて「選ばれる企業」へ

テクノロジースタートアップとの接点創出

VCなどを通じた積極的な接点構築を継続し、
資金力を生かしたCVCファンドの設立を検討

＋

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 

メディアシークとの経営統合

ＩT人材の採用競争や外部ベンダー委託費用の高騰が
社会的な課題として顕在化する状況下で、

ITエンジニア約100名体制を実現
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SDGsへの取組

「良いモノを永く使う世の中の実現へ」
サステナビリティ活動を継続

●「良いモノを永く使う」
これこそがアフターサービスの原点

●当社グループは、独創的なリアルと
デジタルのサービスで、暮らしの
資財価値を最大化する
ワーステックカンパニーとして、
持続可能な社会の実現に
貢献する企業であり続けるために、
サステナビリティ活動を継続

●「SDGs推進室」を中心に、
グループでさらなる活動を推進

Copyright© Japan Living Warranty Inc. All Rights Reserved. 
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